
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 〇 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

208,205,000 208,205,000 208,205,000 624,615,000 208,205,000 208,205,000 624,615,000 208,205,000 208,205,000 208,205,000 208,205,000 832,820,000 2,082,050,000

258,958,000 277,898,000 568,466,000 1,105,322,000 0 0 1,105,322,000

240,328,445 585,856,132 826,184,577 0 0 826,184,577

208,205,000 208,205,000 208,205,000 624,615,000 208,205,000 208,205,000 624,615,000 208,205,000 208,205,000 208,205,000 208,205,000 832,820,000 2,082,050,000

258,958,000 277,898,000 568,466,000 1,105,322,000 0 0 0 0 0 0 0 0 1,105,322,000

240,328,445 585,856,132 0 826,184,577 0 0 0 0 0 0 0 0 826,184,577

目的
(何のために実施する
のか）

ふるさと応援寄附金の趣旨を理解してもらうとともに、より多くの方から寄附金として応援をいただくことで歳入の確
保を図る。

ふるさと応援寄附金に関するＰＲを情報掲載サイト、啓発チラシ及び市ホームページにより全国に向けた情報発信を行
う。
また、寄附者に対して、返礼品を礼状とともに贈る。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

砂川市に寄附された市外在住の方 市の歳入確保を図るとともに、返礼品を贈呈、全国にＰＲすることで、地域経済活性化の一助となる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 ふるさと応援寄附金推進事業 平成23年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－5－1 総務課庶務係

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

本事業の開始以前は、寄附者に対しては礼状のみを送付していたが、平成23年度以降、寄附金のＰＲや特産品を贈呈することにより、砂川市に縁のある方を中心に寄附への誘導が図られるとともに、寄附者との絆を保つことで継続した寄附に
つながっている。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 208,205,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

事 業 費 合 計 計　画　額 208,205,000

予算計上額 0

予算計上額

実　績　額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

事務補助員報酬　1,858,000円
期末手当　395,000円
寄附者への謝礼　133,000,000
円
消耗品費　30,000円
郵便振込用紙等印刷　109,000
円
通信運搬費　19,718,000円
手数料　53,095,000円

事務補助員報酬　1,858,000円
期末手当　349,000円
寄附者への謝礼　162,225,000
円
消耗品費　30,000円
郵便振込用紙等印刷　111,000
円
通信運搬費　15,116,000円
手数料　59,756,000円
委託料　38,453,000円

事務補助員報酬　1,925,000円
期末手当　376,000円
寄附者への謝礼　315,169,000
円
普通旅費　20,000円
需要費　19,000円
通信運搬費　27,240,000円
手数料　122,117,000円
委託料　101,600,000円

前年度予算と
の比較

（増減理由）

寄附者増による
謝礼、業務委託
料等の増

寄附者増による
謝礼、業務委託
料等の増

寄附者増による
謝礼、送料、手
数料、業務委託
料等の増

実績との比較
（増減理由）

寄附者増に伴う謝礼、
送料、手数料及び業務
委託料によるふるさと
応援寄附金に要する経
費の増

寄附者数、金額増に伴
う謝礼、送料、手数
料、委託料によるふる
さと応援寄附金に要す
る経費の増
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移



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 250 260 270 290 300 300 300 300 300

実績値 250 313

計画値 9,500 10,000 11,000 13,000 14,000 14,000 14,000 14,000 14,000

実績値 12,522 44,571

達成されている

上がっている

上がっている

総合評価 極めて良好である

自己分析：
12社のふるさと納
税受付サイトに返
礼品を掲載し、着
実に寄附者数を増
やすことができま
した。寄附者件数
の増加に伴い、業
務体制の強化を図
るため、ふるさと
応援寄附金事業の
業務の一部を委託
し、事務の効率化
を図るとともに、
民間事業者のノウ
ハウを活かしなが
ら、情報発信の強
化を図ってきたと
ころであります。
結果、成果指標を
達成することがで
きました。今後も
寄附者件数の増加
に向け、返礼品の
種類を増やすこと
で、寄附者増加に
繋げていきたい。

自己分析：
15社のふるさと納
税受付サイトに返
礼品を掲載すると
ともに、新規返礼
品提供事業者の参
入による新規返礼
品の拡充により、
大きく寄附者数を
増やすことがで
き、成果指標であ
る10,000人を達成
することができま
した。今後もさら
なる寄附者件数の
増加に向け、返礼
品提供事業者や新
規返礼品の拡充な
どにより、寄附者
増加に繋げていき
たい。

自己分析： 判断理由：
活動指標を達成
するとともに、
業務委託による
ノウハウの活
用、新規返礼品
事業者の拡充に
より、成果指標
を大きく上回る
ことができた。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 拡大

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：返礼品数 指標の求め方：寄附者への返礼品の数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：寄附者数 指標の求め方：１年間の寄附者数

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/回）

280

成果指標１
（単位/人）

12,000

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
ふるさと納税の寄附者数を増やすために、新規返礼品提供事業者や
返礼品拡充に重点を置いて事業を進めており、令和４年度では、前
年度対比で3.5倍強の寄附件数を伸ばすことができました。今後さら
に、寄附者数を増やすため、砂川市の魅力や寄附のメリットを広く
知ってもらうため、WEB広告の活用などのPR活動を強化していくこと
から「拡大」とした。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 〇

事業期間

継続 建設・建設外 建設
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

2－3－1 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

8,140,000 8,140,000 0 0 8,140,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

130,900,000 130,900,000 0 0 130,900,000

84,100,000 84,100,000 0 0 84,100,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

4,114,000 33,716,000 44,930,000 82,760,000 31,700,000 95,955,000 0 178,715,000

4,114,000 87,767,000 30,799,000 122,680,000 0 0 122,680,000

3,861,000 1,450,520 5,311,520 0 0 5,311,520

4,114,000 33,716,000 44,930,000 82,760,000 0 31,700,000 95,955,000 0 0 0 0 0 178,715,000

4,114,000 87,767,000 169,839,000 261,720,000 0 0 0 0 0 0 0 0 261,720,000

3,861,000 85,550,520 0 89,411,520 0 0 0 0 0 0 0 0 89,411,520
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れ
　
た
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の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

入札減 入札減

前年度予算と
の比較

（増減理由）

実施予定事業数
の減

前倒しにした実
施予定外の事業
の実施及びその
事業費の増

実施予定事業数
が増えたことに
よる事業費の増

実　績　額 0

事業費予算の
内容

海洋センター第
2体育館照明Ｌ
ＥＤ化改修工事

北コミセン照明ＬＥＤ
化改修工事
11,781千円
分庁舎暖房器 339千円
ふれあいセンター屋上
防水改修工事
75,647千円

南コミセン照明ＬＥＤ化改
修工事　16,335千円
ひまわり保育園照明ＬＥＤ
化改修工事　15,180千円
旧オアシスゴルフ場クラブ
ハウス等解体工事　30,580
千円
ふれあいセンター空調設備
設置工事　75,878千円
ふれあいセンター照明ＬＥ
Ｄ化改修工事　29,788千円
ふれあいセンター インター
ネット通信環境整備　2,078
千円

事 業 費 合 計 計　画　額 64,255,000

予算計上額 0

予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 64,255,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

公共建築物の適正な維持保全のためには予防保全事業などを計画的に行うことが必要であることから、第６期総合計画期間中の第２次実施計画より各施設の維持保全事業を併せて計画搭載しており、効率的効果的な公共施設の維持保全と財政
の平準化を図る。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

公共建築物を安全かつ良好な状態で適切に維持保全し活用する。
建物ごとに各所管課・係において台帳（基礎台帳・管理台帳・診断評価台帳・更新計画台帳）を作成、集約し、計画的
に維持保全、用途廃止、除却などを進める。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市所有の公共建築物。 公共建築物の適切な維持保全が図られる。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 公共建築物維持保全事業（各課統合分） 平成26年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－5－2 総務課契約管財係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 4,114,000 33,716,000 44,930,000 31,700,000

実績値 3,861,000 85,550,520

計画値 100 100 100 100

実績値 100 100

達成されている

上がっている

上がっている

総合評価 良好である

自己分析：
計画通りの更新
がなされてい
る。

自己分析：
当初予定してい
た更新年度に変
更が生じている
が、計画通りの
更新がなされて
いる。
【計画年度繰
下】
・北勤労者福祉
会館暖房器→Ｒ
５年度以降
・保育所ＬＥＤ
改修（空知太）
→Ｒ５年度以降
・ふれあいセン
ター暖房器・床
→Ｒ５年度以降
・旧オアシスゴ
ルフ場管理棟２
解体→Ｒ５年度
【計画年度繰
上】
・ふれあいセン
ター屋上防水改
修→Ｒ６年度よ
り変更
・分庁舎暖房器
→Ｒ５年度より
変更

自己分析： 判断理由：
利用予定のない
ものについては
解体をすすめ、
計画掲載事業に
ついては後年次
になったとして
も着実に実施さ
れていることか
ら、計画はほぼ
達成されている
と判断した。事
業費実績が予定
より膨らんでい
る傾向がある。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
公共施設等が耐用年数を迎え、多額の建替・改修費用が見込まれて
おり、今後も長寿命化や活用する施設の見極め、適正配置を図ると
ともに、跡地活用などについても考慮した上で施設の方向性を決め
る必要がある。
また、小中学校の統廃合により大規模な未利用地が生じるため、跡
地活用について早急に検討を進めていく必要がある。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/円）

64,255,000

成果指標１
（単位/％）

100

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：公共建築物の維持保全実施状況 指標の求め方：計画している維持保全事業実施割合

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：公共建築物の維持保全事業費 指標の求め方：公共建築物の維持保全に係る事業額



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

8,073,000 5,300,000 1,215,000 14,588,000 4,500,000 5,500,000 14,715,000 4,500,000 3,500,000 2,400,000 3,600,000 14,000,000 43,303,000

8,147,542 3,154,710 1,827,440 13,129,692 0 0 13,129,692

5,651,506 7,104,615 12,756,121 0 0 12,756,121

8,073,000 5,300,000 1,215,000 14,588,000 4,500,000 5,500,000 14,715,000 4,500,000 3,500,000 2,400,000 3,600,000 14,000,000 43,303,000

8,147,542 3,154,710 1,827,440 13,129,692 0 0 0 0 0 0 0 0 13,129,692

5,651,506 7,104,615 0 12,756,121 0 0 0 0 0 0 0 0 12,756,121

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

入札減 購入台数の増

前年度予算と
の比較

（増減理由）

購入予定台数の
増

購入予定台数の
減

購入車両の予定
価格が高くなっ
たため

実　績　額 0

事業費予算の
内容

小型貨物１台
ホイールローダ１
台
購入費 5,587,496
保険料 50,810
公課費 13,200

普通乗用車（ＳＵ
Ｖ）１台
購入費 3,038,600
保険料 66,910
公課費 49,200

軽自動車　１台
購入費
1,770,000
保険料 51,840
公課費 5,600

事 業 費 合 計 計　画　額 4,715,000

予算計上額 0

予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 4,715,000

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

公用車を計画的に更新し財政負担の平準化を図るため。
更新の基本ルールは、走行距離15万ｋｍまたは15年を経過とする。
※更新基準に到達しても、車輌の状態が良ければ更新時期を見合わせるなど、状況に応じた更新とする。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

公用車 計画的に車両更新することで、経年劣化による故障等により業務に支障を来たさず、また、財政負担も平準化される。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 公用車計画更新事業 ―　年度　～　―　年度

事業性質区分 新規・継続 6－5－2 総務課契約管財係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

実績値 ― ―

計画値 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

実績値 ― ―

―

―

変わらない

総合評価 良好である

自己分析：
適正な財産管理
を行うため計画
的な更新がなさ
れている。

自己分析：
市長車の損傷に
より、更新年度
が早まったが、
適正な財産管理
を行うため計画
的な更新がなさ
れている。

自己分析： 判断理由：
計画的な更新を
行い、公用車に
係る費用負担の
平準化が図られ
ている。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 現状のまま継続

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
年数経過により車両の設備故障が頻繁に生じる車両も出てきてお
り、短期間でも使用困難となる事案が出てきていることから、経過
年数にとらわれず、車両の状態を考慮しながら計画的に車両を更新
することが必要である。また、市の公用車として環境配慮車の配置
についても検討していく。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/　）

―

成果指標１
（単位/　）

―

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：　　　　　　 ― 指標の求め方：成果指標の設定が困難であることから設定しない

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：　　　　　　 ― 指標の求め方：活動指標の設定が困難であることから設定しない



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果 総合戦略掲載 × 過疎計画掲載 ×

事業期間

継続 建設・建設外 建設
第７期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 － － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

0 0 0 0

0 0 0 0

5,609,000 5,609,000 0 0 5,609,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

116,500,000 116,500,000 0 0 116,500,000

0 0 0 0

123,900,000 123,900,000 0 0 123,900,000

437,910,000 50,860,000 488,770,000 0 0 488,770,000

547,010,000 73,100,000 620,110,000 0 0 620,110,000

421,186,150 70,092,000 491,278,150 0 0 491,278,150

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

554,410,000 50,860,000 0 605,270,000 0 0 0 0 0 0 0 0 605,270,000

547,010,000 73,100,000 0 620,110,000 0 0 0 0 0 0 0 0 620,110,000

550,695,150 70,092,000 0 620,787,150 0 0 0 0 0 0 0 0 620,787,150

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

当初予定してい
ない工事が増え
たため

入札減による

前年度予算と
の比較

（増減理由）

建物の引き渡し
を受け、供用開
始したため

旧庁舎解体後の
駐車場整備のた
め

実　績　額 0

事業費予算の
内容

需用費　678千円
役務費　10千円
委託料　31,244千円
工事請負費
　329,189千円
備品購入費
　185,889千円

駐車場整備工事
　73,100千円

事 業 費 合 計 計　画　額 0

予算計上額 0

予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

地 方 債 計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実施４カ年
合　　　計(6年度)

国 費 計　画　額

予算計上額

 事業開始時の状況・これまでの経
緯

市役所庁舎の「老朽化」「災害時の機能不全の懸念」等、市民からの声により庁舎整備の機運が高まったため、「市庁舎整備検討委員会」を設置し、市民意見を聴取することにした。委員会による庁舎整備の方針に関して、「建て替えすべ
き」との意見書の提出を受け、今後の庁舎整備の整備手法や建設場所などを検討するため、「庁舎建設検討審議会」を設置し、整備方針を具体化することを決めた。また、国において庁舎整備に関する「市町村役場機能緊急保全事業」が創設
されたことにより、庁舎整備事業に係る経費の軽減も見込めることから、令和２年度末竣工を目標に庁舎建設事業を推進し、旧庁舎解体、跡地の駐車場整備を令和4年度までに実施することとした。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

現庁舎の老朽化や耐震性の不足、バリアフリー性能の不足、さらには防災機能の不全などの課題を解決し、安全・安心
で市民が利用しやすく、市民に親しまれる新庁舎を建設する。

学識経験者、市内関係団体代表者及び市民公募委員で構成する「砂川市庁舎建設検討審議会」を開催し、審議会で審議
及び市民意見を聴取しながら庁舎建設基本計画を策定し、新庁舎建設事業を進める。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民
耐震性能の確保により防災拠点としての機能が発揮されるとともに老朽化やバリアフリー性能の不足など現庁舎が抱え
る課題が解消され、安全・安心で市民が利用しやすい庁舎が整備される。

第　７　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 庁舎建設事業 平成29年度　～　令和４年度

事業性質区分 新規・継続 6－5－2 庁舎建設推進課推進係



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(3年度) (4年度) (5年度) (7年度) (8年度) (9年度) (10年度) (11年度) (12年度)

計画値

実績値

計画値

実績値

達成されている

上がっている

上がっている

総合評価 極めて良好である

自己分析：
令和3年3月に市
役所庁舎の引き
渡しを受け、什
器備品の購入や
引越しを行い、
5月6日に新庁舎
を開庁した。
開庁後、旧庁舎
の解体工事を行
い、令和4年3月
に完了した。

自己分析：
旧庁舎解体後の
跡地に駐車場を
整備した。

自己分析： 判断理由：
令和4年度に駐
車場整備を実施
し、庁舎建設事
業を完了した。

自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由：

今後の方向性 完了

R10：

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（R5、R8、R10）

R5：
庁舎建設事業については、平成29年度「庁舎建設検討審議会」設置
から始まり、「庁舎建設基本計画」を策定し、令和元年度「庁舎建
設工事発注」、令和3年度「新庁舎の開庁」と事業を実施し、令和4
年度「旧庁舎跡地の駐車場整備」をもって基本計画の通り庁舎建設
事業を完了した。

R8：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/　）

成果指標１
（単位/　）

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　７　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(6年度)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：　　　　　　 ― 指標の求め方：数値化することが困難なため指標を設定しない

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：　　　　　　 ― 指標の求め方：数値化することが困難なため指標を設定しない


